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～美しい里山の再生･保全･活用～ 

ながくて里山クラブ 
 

 

「荒れた里山、なんとかしたいネ・・・」 

このつぶやきに「里山・みどり」の好きな人が 

集まった。 

【テーマ・キーワード】 

『学ぶ・行動・楽しみ』をキーワードに 

長久手の農村景観（里山）と伝統文化を残すために活動中。 

 

 

団 体 名  ながくて里山クラブ 設 立 平成２６年３月 

代 表 者  代表 與語雅臣さん 会 員 数  23名 

主 な 活 動 場 所  西小校区共生ステーション・長久手市東山洞の里山 

主 な 活 動 内 容 ・里山の再生・修復及び創成 ・伝統文化の継承 ・異世代間の交流 

その他（備考）  ・里山講演会の企画 ・各種イベント 

問 合 せ 先  横田浩臣さん 090-6092-4887   （会員を随時募集中） 

 

■東山洞の里山再生・保全と整備ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

― 地域内には薄墨桜、シラタマホシグサなどの希少種、湿地、小川などがある。 

  しかし、高齢化等により農地も里山も管理できず、荒れてきている。 

 

 

  

 

 

 

 

１. 親子で楽しむ！ 畑、田んぼ、里山！ 

２. 田んぼ、里山を知ろう！体験プログラム！ 

３. 里山内を散策しよう！散策コース！ 

 

 

 

 
東山地区の竹林と 

 田んぼ集辺整備 

ながくて里山クラブが 

目指す「3 つの作りたい！」 
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＼ 活動における勉強も必須 ／ 

■里山講演会（一般市民にも参加を呼びかけています）  

第 1回 「愛知には愛知の里山があっていい」 

第 2回 「１００年の森づくり」 

第 3回 「森の仕組みと森にすむ動植物」１．植生遷移 

第 4回 「森の仕組みと森にすむ動植物」２．里山における生物多様性 

第 5回 「バイクで世界へ！自然・環境・食・農業」 

第 6回 「身近な里山と湧水湿地」 

第 7回 「里山とビオトープ」 

→整備するには森を知る必要！という高い意識で外部講師による勉強会 

■実際の活動風景 

 ・田んぼ周辺の整備 

 ・竹藪を竹林に 

 ・古道の整備 

 ・見学会「ブナの植林地と四谷の棚田」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ブナ植林地見学 2015.07 

田んぼ周辺の整備 2015.06 

竹林の整備 2015.03 

古道の整備 2015.12 
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■ 定期的に活動中 

里山の整備活動は、 

毎月第 2 と第 4 火曜日の朝９時から作業をされています。 

■ イベントも多数あり 

・わらじ作りと餅つき・正月飾り作り 

 

チーム乾杯 インタビュー風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わらじ作り 2015.10 

里山への熱い想いが 

伺えました！ 

餅つき 2015.12 正月飾り作り 2015.12 
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編 集 後 記 

「一つ一つの活動はつらく、厳しい」とおっしゃっていた。 

しかし活動の話になると、メンバーの方々の目が輝いて見えてくる程に、 

純粋に楽しんで活動しているのが伺えた。 

「活動」というのは活きた動き、義務的でなく、自分たちでやりたいと 

思ったことに基づいて動くことがカギを握っているのだろう。(ぎーやな) 

 

取材データ ■日時：平成28年1月24日（日） ■場所：西小校区共生ステーション 

■担当：チーム乾杯 喜多さん、もとじめ、シーズー、ぎーやな、わごわご 

 

 

 

思いを形にしていく楽しさ！ 
 

  一人ひとりが思う「カタチ」を持ち寄って、ひとつのものを作り上げること 

 

竹伐採で切った本数と流した汗が喜びに！  
 

薄暗い竹藪の状態、やぶ蚊の発生地であった場所が、木漏れ日が漏れる 

 

竹林に整備できたこと、これから生まれるタケノコを見守る幸せ 

 

ひとつひとつの活動を純粋に楽しむ！ 
 

作業した分だけ目に見えて変化が見えてくる楽しさがある。 
 

やりきった！という達成感と、周囲の住民の方から喜ばれるうれしさ 

 
  

！  
 

みつけた、幸せのかけら！ 


